



















2011 年度から 2014 年度まで，毎年 5 月に 2 日間に渡っ
て開催される鳴滝祭（大学祭）において駄菓子屋模擬店を
展開した。いずれの年度も市民ボランティア 3 名ないし 4
名及び筆者のゼミに所属する学生 5 名の協力を得て，2 号
館（学食）の後方，3 分の 1 のスペースで開いた。
調査方法は，ビデオカメラを模擬店入口に 1 台，模擬
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ᖺᗘ ⥲ᩘ ඣ❺ ኱ே 
2014 708 223 485 
2013 614 181 433 
2012 629 173 456 
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